
１０日（月）に３年生の子ども達が紺野果樹園の

梨畑見学に行きました。果樹園のご主人・紺野淳様

より、この時期の梨畑での仕事「摘果（てきか）」

についての話をお伺いすることができました。

「摘果」は交配で結実した果実を適切な数に減ら

す作業です。かたちが良く大きいもの、軸が長くし

っかりしたものを残し、変形した果実や虫に食べら

れた痕があるものはハサミで落とします。摘果をす

れば養分の分散がおこらず、残された果実により多

く集まるため、甘くて大きな梨の実ができあがると

いう訳です。

摘果体験をした子ども達は、自分の名前を記入した札を摘果済みの実に結び付けました。この後

の成長を観察していきます。

１２日（水）に学校司書の先生

が１年生の子ども達に読み聞かせ

をしてくださいました。

自分の背の高さほどもある大き

な絵本にビックリの子ども達。先

生の声に耳をじっと傾けて、１ペ

ージめくるごとに絵本の上から下

まで主人公を目で追いかけながら

見入る子ども達でした。

学校だより「輝け 庭塚っ子」の紙面は、福島市小・中・特別支援学校ポータルサイト（https://fukushima.fc

s.ed.jp/）でカラー版でご覧いただけます。ぜひアクセスしてみてください。（ポータルサイト版では個人情報

保護の為、ご本人の承諾を得ないお名前は掲載してはおりません。）

◇ 本日１３日（木）予定の歯科検診は、新型コロナウイルス感染拡大防止のため、６月８日
（火）に延期となりました。
◇ １９日（水）の鼓笛パレードは残念ながら中止なりましたが、パレードに向けて一生懸命
に頑張ってきた子ども達の成果を披露する場として、１０月の運動会の日を候補として予定
しております。実施内容について只今校内で検討中です。なお、今後の感染状況により変更
等が生じると思われますのでご承知おきください。
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